
学外奨学⾦ ⼤学推薦選考について（2022年度⽀給分：グループ３)

【基本事項】

【2022年度 グループ３ 奨学⾦リスト】

開始 終了 国籍・年齢
経済的援助が

必要
国際交流への

関⼼
地域交流への

関⼼
その他 ⽇本語能⼒

【⼤学推薦選考の申請要件】  全ての要件を満たす⽅のみ申請できます

1. 通算単位数（学部⽣のみ） 2. 通算GPA：「通算」GPAが以下の値以上であること
総修得単位数

1セメスター終了時 1 2 3 4 5 6 7 8

2セメスター終了時 APS 3.02 3.28 2.96 3.17 2.72

3セメスター終了時 APM 2.89 3.23 2.76 3.08 2.69

4セメスター終了時

5セメスター終了時

6セメスター終了時

7セメスター終了時

3. ⽇本語能⼒

4. その他

【⼤学推薦の選考】

【選考スケジュール】
1次審査：申請サーベイ締切
1次審査結果発表
※⼤学推薦を得た場合、この後に、奨学団体への申請⼿続きを開始します。選考⽅法・スケジュールは各奨学⾦の募集要項を参照のこと。
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＊ 学外の団体が提供する奨学⾦に、⼤学推薦の枠で申請することができます。⼤学内で選考を⾏い、合格をした⽅は、⼤学が推薦する学⽣として、各奨学財団が⾏う選考へ出願をします。
  ⼤学が推薦をしても、必ずしも奨学⾦団体の選考にて合格となるとは限りませんので、ご了承ください。

奨学⾦名
セメスター

 (2022年4⽉時点)
給付

⽀給期間
奨学⾦団体への推

薦予定⼈数

昨年度
APU学⽣

財団採⽤実績
(採⽤者数/申請数)

出願者の主要な要件
（必ず各奨学⾦の募集要項を読み、要件の詳細を確認すること）

＊ 奨学⾦にはそれぞれ、奨学⾦の⽬的や対象とする学⽣が異なります。本紙と各奨学⾦の募集要項をよく読み、⾃⾝の奨学⾦を希望する⽬的や応募要件が合致する奨学⾦のみに申請をしてください。
 ⾃分が応募要件を満たさない奨学⾦に申請をしている⽅は、選考対象外となりますので、ご注意ください。

＊ 奨学⽣として採⽤された場合、原則、奨学⾦団体と直接、⽇本語で連絡を取り、交流を持つことが求められます。
 そのため、英語のみで申請できる奨学⾦を除いては、募集要項は全て⽇本語で書かれていますので、⾃⼒で理解ができる⽅のみ応募をしてください。

＊⼤学推薦選考を希望する⽅は、学業など下記の申請要件を満たしているかを確認の上、申請をしてください。

財団への
申請時期

（⼤学推薦
確定後）

必要単位数
16 単位

31 単位

⼤分交通奨励⾦ 学部 3, 4, 5, 6, 7
別府市内フリー

１年定期券
2022年4⽉ -2023年3⽉

47 単位

62 単位

応募書類、エッセイ、⾯接(ある場合)、その他奨学⽣
として必要な事項(ある場合)は、全て⽇本語でこなす
必要があります。

サーベイアドレス：https://survey2.apu.ac.jp/limesurvey/index.php/717587?lang=ja
キャンパスターミナル個⼈伝⾔にて

在籍セメスター(2021年秋セメスター時点)

12⽉3⽇(⾦)10:00 a.m.（⽇本時間）
12⽉23⽇（⽊）

  (1) 次のいずれかに当てはまる者は応募することはできません。
     ・倫理観・責任感に⽋け、奨学⽣としてふさわしくない者
     ・健康診断（再検査・精密検査を含む）の未受診など、⼤学の規則で求められていることに従えない者  ※2020年度・2021年度は、奨学団体が健康診断証明書の提出を求める場合を除き、健康診断は未受診でも構いません。
     ・他の奨学⾦との併給が認められていない奨学⾦を受給中であるか、もしくはそのような奨学⾦に応募中である者
     ・要件に合致しない奨学⾦に申請をしている者
  (2) 奨学⽣もしくはその候補者として選ばれた後でも、以下のことが確認された場合は取消となります。
     ・応募書類や⾯接での虚偽
     ・⼤学の懲戒処分を受けるなど、奨学⾦受給要件を満たさなくなった事実
     ・健康診断（再検査・精密検査を含む）の未受診など、⼤学の規則で求められていることに従わない⾏為

  (1) 1次審査：書類選考（サーベイに⼊⼒）
    ＊サーベイに必要事項を全て⼊⼒してください。サーベイの最後に終了メッセージが出たら、申請は完了です。
    ＊締切後は理由に関わらず申請を受け付けません。 また、申請が完了したか否かの問い合わせは受付けません。
    ＊サーベイの申請は⼀回限り有効です。⼆回⽬以降の申請は無効となります。

78 単位

93 単位

109 単位

  前途の通り、学外奨学⾦の申請には⽇本語が必要であり、選考過程で各志願者の⽇本語能⼒を確認をします。


